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病識欠如 

BRAIN NURSING 第29巻 74～84 2013 

篠田淳, 浅野好孝 頭部外傷後高次脳機能
障害の画像診断と軽度
外傷性脳損傷 
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atic brain injury: 

PET evaluation usin
g 

Pittsburgh Compoun
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高次脳機能研
究 

32(4) 59-63 2012 
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Sonoda Shigeru,
 Yasuhiko Shira
yama, Tanabe S
achiko, Shimom
ura Kouji and S
uzuki Shin 

Validity of the prog
ress notebook in su
pporting patients wi
th higher cortical d
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 Yasuhiko Shira
yama, Sakamoto
 Rie, Nagai Sho
ta and Sakurai 
Shinobu 

Factors Influencing 
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nternational 
Journal of P
hysical Medic
ine & Rehabi
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Vol.2 No.216 2014 

白山靖彦 高次脳機能障害者に関
連する法制度 

クリニカルリ
ハビリテーシ
ョン 
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プロセスを考える 
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森戸崇行, 大塚恵
美子, 太田令子ほ
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リハビリテー
ション連携科
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大塚恵美子, 長谷
川純子, 太田令子
ほか 

「高次脳機能障害者を
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 Med 
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「高次脳機能障害者を
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た家族グループ」 

高次脳機能研
究 

第33巻1号 77 2013 

廣瀬綾奈, 須田真
紀, 中島友加ほか 

「小児高次脳機能障害
グループ活動の取り組
み その2:SST技法を用
いた活動を通して」 

高次脳機能研
究 

第33巻1号 77-78 2013 



北村千里, 大矢祥
平, 高波博子ほか 

「小児高次脳機能障害
グループ活動の取り組
み その3：具体的な活
動を通して」 

高次脳機能研
究 

第33巻1号 78 2013 

小倉由紀, 佐藤里
衣 ,  中村沙織  ほ
か 

｢高次脳機能障害のリ
ハビリテーション: 重
症度別アプローチの実
際 半側空間無視｣ 

J Clin Rehab
il 

第22巻11号 1076-1083 2013 

太田令子 「高次脳機能障害のリ
ハビリテーションの現
状と課題」 第5回 高
次脳機能障害を持つ児
童のリハビリテーショ
ンの現状」 

リハビリテー
ション研究 

 38-41 2013 

庭野みの里, 小倉
由紀, 大田令子ほ
か 

「千葉県における自動
車運転支援の実態と今
後の課題:自動車運転
支援に関する意識調査
の結果から」 

千葉作業療法 第12巻1号 55-61 

 

2013 

太田令子,  遠藤
晴美,  地挽愛 

「集団プログラムの変
更で著変した症例の検
討: 高次脳機能障害者
へのグループ訓練につ
いて」 

Jpn J Rehabil
 Med 

第50巻特別
号 

218 2013 

大塚恵美子,  中
島友加,  荏原実
千代ほか 

「高次脳機能障害を持
つ青年とその家族を対
象としたグループの取
り組み」 

Jpn J Rehabil
 Med 

第50巻特別
号 

 2013 

小倉由紀,  石田
理江子,  庭野み
の里 ほか 

「高次脳機能障害者の
運転再開支援: 『条件
付き運転可能』の検討」 

高次脳機能研
究 

第34巻1号 96 2014 

大塚恵美子,  森
戸崇行, 太田令子 

「高次脳機能障害者の
ボランティア活動の支
援とその意義: 症例の
検討をとおして」 

高次脳機能研
究 

第34巻1号 93 2014 

中島友加,  長谷
川純子,  荏原実
千代 ほか 

「TBI児のDN‐CAS認知
評価システムについ
て: DN‐CAS認知評価
システムとWISC‐III,
BRIEF日本版との比較」 

高次脳機能研
究 

第34巻1号 135 2014 

庭野みの里,  長
谷川純子,  石田
理江子 ほか 

「回復期リハにおける
生活リハプログラム導
入の試み(1)導入の経
過と3B版プログラムの
作成」 

高次脳機能研
究 

第34巻1号 95 2014 



長谷川純子,  庭
野みの里,  石田
理江子 ほか 

「回復期リハにおける
生活リハプログラム導
入の試み(2)3B版プロ
グラムの作成」 

高次脳機能研
究 

第34巻1号 95-96 2014 

太田令子, 森戸崇
行, 阿部里子 ほ
か 

「高次脳機能障害支援
に関する領域別情報マ
ップ」 

Jpn J Rehabil 
Med 

第50巻特別
号 

280 2014 

揚戸薫, 地挽愛, 
武藤かおり ほか 

「高次脳機能障害者へ
の移動自立支援につい
て 3年間の取り組
み：支援者からのきっ
かけづくりの重要性」 

高次脳機能研
究 

第35巻1号 59 2015 

遠藤晴美, 大塚恵
美子, 太田令子, 
吉永勝訓 

「青年期の高次脳機能
障害者への集団プログ
ラム：言語を媒介とし
て体験を気づきにつな
げる関わり」 

高次脳機能研
究 

第35巻1号 59 2015 

廣瀬綾奈，荏原実
千代，中島友加 
ほか 

｢記憶障害を呈する小
児外傷性脳損傷事例へ
の補償手段の導入｣ 
 

高次脳機能研
究 

第35巻1号 64 2015 

大塚恵美子, 阿部
里子, 遠藤晴美, 
ほか 

「小児期発症高次脳機
能障害者の青年期の社
会適応支援：小児期か
ら支援した症例を通し
て」 

高次脳機能研
究 

第35巻1号 113-114 2015 

地挽愛, 揚戸薫, 
大塚恵美子 ほか 

「認知低下の著しい症
例に対する通院自立支
援」 

高次脳機能研
究 

第35巻1号 119 2015 

小倉由紀，庭野み
の里，戸谷里奈 
ほか 

「運転再開評価後の実
態調査〜フォローアッ
プアンケート報告〜」 

高次脳機能研
究 

第35巻1号 130 2015 

宮崎 泰広, 種村 
純 

漢字音読課題にて錯読
後の次課題で前課題の
正答を表出した混合型
超皮質性失語例 

高次脳機能研
究 

32 巻 2号 286-293 2012 



種村 純 急性期病棟での失語症
患者への対応、失語症
の基礎知識 

Brain Nursing 28 巻 9 号 922-925 2012 

種村 純, 小嶋 知
幸, 佐野 洋子, 立
石 雅子, 三村 將 

日本高次脳機能障害学
会社会保険委員会失語
症アウトカム検討小委
員会：失語症言語治療
に関する後方視的研
究、標準失語症検査得
点の改善とその要因 

高次脳機能研
究 

32 巻 3号 497-513 2012 

宮崎泰広、種村純、
伊藤絵里子 

失語症者における新造
語の出現機序について 

高次脳機能研
究 

33 巻 1号 20-27 2013 

種村純、椿原彰夫、
植谷利英、中島八
十一 

障害者福祉分野におけ
る失語症の社会的支援
に関する実態調査 

高次脳機能研
究 

33 巻 1号 37-44 2013 

後藤祐之 コミュニケーション障
害がある人の就労支
援：失語症者の職場復
帰を中心に 

地域リハビリ
テーション 

第 7巻,第 10
号 

824-828 2012 

種村純、椿原彰夫 同時失認 Clinical Neur
oscience 

32巻2号 157-160 2014 

太田信子、種村純 The Cambridge Prospe
ctive Memory Test日
本版の標準化と信頼性
に関する研究 

高次脳機能研
究 

33巻3号 339-346 2013 

太田信子、種村純 

 

 

 

The Cambridge Prospe
ctive Memory Test時
間ベース課題の記憶ス
トラテジーに関する神
経心理学的検討 

神経心理学 29巻2号 133-142 2013 



宮崎泰広，藤代裕
子，今井眞紀，種
村純 

数唱や無意味音列の復
唱は可能であるが複数
単語の復唱に困難を示
した失語症例～言語性
短期記憶についての一
考察～ 

高次脳機能研
究 

34巻1号 17-25 2014 

宮崎 泰広, 種村 
純 

数唱や無意味音列の復
唱は可能であるが複数
単語の復唱に困難を示
した失語症例 言語性
短期記憶についての一
考察 

高次脳機能研
究 

34巻1号 17-25 2014 

山本 弘子, 八島 
三男, 園田 尚美,
 綿森 淑子, 種村
 純, 中村 やす：  

 

失語症の人と家族の生
活の実像 全国失語症
友の会連合会の「失語
症の方の生活のしづら
さに関する調査 2013
報告書』より見えてく
るもの、(1880-5523) 
Page 

地域リハビリ
テーション 

9巻4号 264-271 2014 

     
                                                  
          


